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特別損失の計上および平成21年11月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成21年11月期第３四半期におきまして、下記のとおり特別損失を計上することといたしましたの

で、概要をお知らせするとともに、当該特別損失による影響や最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年６月30

日に公表いたしました平成21年11月期通期（平成20年12月１日～平成21年11月30日）の業績予想（連結・個別）

を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

 （１）固定資産等の減損損失（連結・個別） 17 億 58 百万円 
   当社が保有する固定資産等の一部（生鮮ＭＤシステム関連等のソフトウェア、リース資産他）について、

将来の回収可能性を検討した結果、17 億 58 百万円の減損損失を計上しております。 
 （２）固定資産等の減損損失（連結） 11 百万円 
   連結子会社農業支援が保有する固定資産等の一部について、将来の回収可能性を検討した結果、11 百万

円の減損損失を計上しております。 

 

２．平成 21 年 11月期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 12月１日～平成 21年 11 月 30 日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,498 △655 △704 △701 △24,099 50 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,232 △776 △795 △2,553 △87,742 44 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △265 △121 △90 △1,851 － 

増 減 率            （％） △5.9 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 11 月期） 

4,414 △209 △223 △645 △22,176 52 

 



                    

３．平成 21 年 11月期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 12 月１日～平成 21 年 11 月 30 日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,332 △567 △602 △631 △21,699 35 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,094 △628 △634 △2,416 △83,046 84 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △237 △61 △32 △1,785 － 

増 減 率            （％） △5.5 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 11 月期） 

4,368 24 18 △925 △31,794 04 

 

４．修正の理由 

（連結） 

 当社が進めてきた量販店及び量販店取引先に対して提供する生鮮ＭＤシステムにつきまして、新規導入先

獲得に向けた活動を進めてきた結果、導入企業数も増加してまいりました。しかしながら、導入取引先数、

データ件数等が当社想定よりも低い状況であり、通期においても前回予想を下回る見通しとなりました。連

結子会社農業支援におけるりんご事業で選果、販売等の手数料収入が予想を下回っており、新規に進めてき

た国産農産物のマーケティング事業の展開にも時間を要しており、通期計画どおりの収益を確保することが

困難な状況になりました。 

 さらに、生鮮ＭＤシステムの将来の回収可能性を慎重かつ保守的に検討した結果、第３四半期決算期

末で固定資産等の減損損失を計上することとなり、この影響額等を通期業績予想に反映いたしました。 
以上により、前回予想を下回る見通しとなりました。 

 

（個別） 

概ね連結と同様の理由により、前回予想を下回る見通しとなりました。 
 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に

基づいて当社が判断したものであり、実際の業績等は今後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 

 


